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年頭のご挨拶

（一社）北九州中小企業団体連合会

　会長　自　見　榮　祐

　いつになく今年は身の凍るような厳しい寒
さの年明けでした。逆に仕事始めの５日は打っ
て変わって穏やかな日和となり気を引き締め
てしっかり仕事をなさい、ということでしょ
うか。年末は株価の２万円台も近いか、とい
う雰囲気でしたが、年明けは二日連続の大幅
な下げで難しい時代の幕開きを予感させます。
　今年は戦後70年ですが、終戦とか戦後とか
曖昧な言い方よりも、敗戦から70年と言った
方が、分かりやすいと思います。中国やロシ
アは日本に勝って70周年、の記念イベントを
盛大にやろうとしています。安保理で拒否権
を持つ国々は戦勝国連合で日本は半永久的に
敗戦国のままです。人類の歴史では戦争で取
られたものは再度戦って取り返すしかない、
のが原則でしょうが日本は負けたにも関わら
ず様々なラッキーな条件の中でいち早く復興
し、あっという間に世界第２の経済大国にも
なりました。戦後生まれには敗戦国のイメー
ジは湧いてこないと思います。勝ったり負け
たりで国境線が目まぐるしく動いてきたヨー
ロッパと異なり、負けた後の我が国は、まじ
めにコツコツ働いて稼いだ金を世界にばらま
くしか生きる手立てがない、というのが現実
でした。しかし今や日本はこれからも稼ぎ続
けられるのか、が問われています。
　今年のもう一つの大きな節目は、団塊の世
代（Ｓ23年～Ｓ25年生まれ）が全員満65歳を
迎えることです。良くも悪くも戦後の高度成
長のエンジン役を果たした世代が高齢者の仲
間入りをする、ということです。彼らが高校
を卒業した昭和60年代の中頃日本の人口は１
億人を超えました。その時の65歳以上は６％
程度です。今年はそれが26％くらいになって
います。少子化が進み再び人口が１億人を切
る時は高齢者が40％を超えます。国力が落ち
ていくことは一目瞭然です。経済学的にはそ
れは必然なのでしょうが、歴史は単一の要素
ではなく諸々の変数が絡み合い何が起こって
も不思議ではない、ということも又事実です。
　なぜ日本が明治維新を成し遂げ5000万人に

満たない東洋の島国が中国やロシアという大
国と戦って勝ったのか、何故第２次大戦で無
謀とはいえあれほどの戦いを為しえたのか、
はどれも人類史上、何故？と問われる大きな
疑問です。無資源国ですから人材立国という
考え方がほぼ正解だと思いますが、リーダー
が優れていたというより１億個の細胞ででき
た生命体に例えるなら一つ一つの細胞の質が
上質であったということではないでしょう
か？戦後日本が再び暴走しないように、戦勝
国はその魂を抜くことに腐心したのではない
でしょうか。
　戦後の教育からは民主主義、科学主義、平
和主義が強調され宗教は非科学的なものとし
て一切排除され、死について語ること、性に
ついて語ること等人間にとって必須の知恵が
覆い隠されたままになりました。生きている
こと自体が権利になってこれで生き延びよう
という活力を生み出せるのか心配です。日々
の暮らしの中で黙々と仕事をこなし、感謝の
気持ちで満足感を得る、という生き様は仏教
でいう妙好人の境地ですが。人工知能がどこ
まで進化しても、一人一人の生身の肉体でモ
ノに働きかけ人に働きかけ変化させる、感謝
を貰う、という人間のありようの原点に立ち
返ればそんな日本的な価値観が世界を救うス
タンダードになるのではないでしょうか。そ
のような心意気をいまだ留めているのが中小
企業で黙々と働いている人々です。再度、戦
わずして尊敬される国になる唯一の手立てか
と思います。
　北九州の著名な大企業は100万都市を形成す
る過程で、関連企業や一般市民に様々な貴重
なトレーニングを施してくれました。大企業
の存在そのものでなく、そのすそ野の広さ、
深さが北九州の宝となっています。デフレス
パイラルの間は利益が伴わないので目立ちま
せんが、幅広く奥深い技術基盤や人間力が、
消滅する前に何とかしなければいけません。
　経済界と市政が強固なスクラムを組み教育
元年になることを期待します。
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北九州市長へ「要望書」を提出

　平成26年11月21日（金）、自見会長を始め池田、大坪、安心院、梯の各副会長が出席
し、自見会長から北橋市長へ「平成27年度北九州市に対する中小企業対策に関する要望書」
を手渡しました。
　この要望書は、北中連の４部会、２委員会において提案された要望、意見を集約し、正副
会長会および理事会で検討を加えて承認されたものです。
　当日は、北橋市長を始め大川企業立地・食ブランド推進担当理事、石井産業振興部長、吉
武中小企業振興課長の出席の下、制度融資の金利負担の軽減、商店街活性化条例の広報、人
材育成と人材確保、北九州空港の活用などについて幅広く意見交換が行われました。
　なお、要望事項は、９分野33項目で内容は次のとおりです。

平成27年度　北九州市に対する
中小企業対策に関する要望

［景気対策］
１	　国内景気は、アベノミクス効果とオリ
ンピックの東京開催を追い風に、全般的
には前向きの期待感が高まっているが、
地方の中小企業にとっては、いまだ効果
は薄く、むしろ、電力料、人件費、材料
費、燃料費等の高騰に加え、消費税率の
引き上げなどにより、先行き不透明で厳
しい状況に置かれている。
　	　ついては、北九州市においても、予算
編成や税制改正について、中小企業に十

分配慮していただくと同時に、国に対し
て、早急かつ的確な景気対策と税制改革
を実行すべく、積極的に働きかけていた
だきたい。

［地域振興対策］
２	　北九州地区の経済は、消費税率引き上
げに伴う駆込み需要の反動が引続き見ら
れ、中小零細企業では、アベノミクス効
果の影響も薄く、中小製造業においては
電力料金や燃料費等の高騰、建設関連業
では仕事量はあるものの人手不足に加え
て賃金の高騰、地域商店街では少子高齢
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化などに加え大型店やコンビニの出店
で、依然として非常に厳しい状況に置か
れている。
　	　今後もこのような状況で推移するもの
と思われるので、より一層の金融、受
注、雇用、地域振興等の支援策の充実と
併せて市独自の中小企業対策予算の大幅
な増額を図っていただきたい。
３	　「海の幸・山の幸を愛する地産地消サ
ポーター制度」の普及、広報並びに自然
に恵まれた地域の特性を活かした農林水
産物や食品などの「地域ブランド品」の
積極的な掘起しと広報に努め、安全・安
心な農林水産物供給と地域振興に引続き
取り組んでいただきたい。
４	　平成27年の世界文化遺産登録に向けて
「明治日本の産業革命遺産　九州・山口
と関連地域」がユネスコへ推薦されてお
り、その中には、市内に現存する「官営
八幡製鐵所旧本事務所」や「官営八幡製
鐵所修繕工場」等が含まれている。
　	　本市の発展を支えてきたものづくりの
原点であるこれらの遺産は、これからも
大事に保存し、後世に引き継いでいく必
要があり、加えて、世界遺産登録による
北九州市のＰＲ効果は計り知れないもの
があるので、広報活動を積極的に展開
し、登録に向けての市民の関心と雰囲気
づくりを図っていただきたい。

５	　2020年の東京オリンピックでは九州に
400万人のインバウンド客が見込まれてい
るが、福岡空港では対応が困難と思われ
るので、長距離観光客の受入やＬＣＣ（格
安航空会社）の誘致のため、早急な滑走
路の延伸（3000ｍ化）や国際線ターミナ
ルの整備など、福岡空港と一体となって、
24時間運用できる空港の利点を生かした
北九州空港の活用を図っていただきたい。
６	　災害時における生活、生命維持の熱源
はＬＰガスが安全、迅速に対応できるの
で、避難所となる学校等の公共施設及び
市の出先機関等にＬＰガス設備・機器を
設置し、災害等に対処していただきたい。
７	　市は、約1,800ヶ所の公共施設を有
し、多くの施設は老朽化による改修や更
新の時期を迎えている。改修や更新に当
たっては、運営方法を含めて「稼ぐイン
フラ」の観点から、指定管理者制度やＰ
ＦＩ（社会資本整備の民間事業化）など
民間活力を生かした管理のあり方及びコ
ストの削減を図っていただきたい。

［工業振興対策］
８	　関東（機械要素技術展・東京ビッグサ
イト）、関西（関西機械要素技術展・イ
ンテックス大阪）、中部（メッセナゴヤ・
ポートメッセなごや）地区で開催される
全国規模の展示会等への出展は、北九州
市の知名度向上を図るとともに、技術力
や製品力を有する市内の中小企業が域外
に販路開拓を図る上で有効な手段である
ことから、共同出展事業や出展助成は充
実して実施していただきたい。
９	　ものづくり中小企業の優れた技術・技
能は、我が国産業の国際競争力の強化に
貢献するとともに、企業の新製品・新技

― 3―



術開発や新たな産業を創出する基盤とも
なっている。北九州マイスター制度の拡
充などにより、市内のものづくり中小企
業の技術技能、ノウハウが衰退すること
なく円滑に継承が図られるような支援策
を継続実施していただきたい。
10	　原発の再稼働停止により、火力発電に
頼らざるを得ず、石油や石炭、天然ガスな
どの輸入が増え電気料金の値上げが懸念
されるので、安全基準を満たした原発の再
稼働を早急に行い、安定的に良質で廉価
な電力供給が行われるよう、国や電力事業
者に積極的に働きかけていただきたい。

［商業振興対策］
11	　長引く景気の低迷や少子高齢化で地域
の商店街は、非常に厳しい状況の下にあ
り、空き店舗率は各区にバラツキはある
ものの10～30％となっており、商店街で
は空き店舗対策が喫緊の課題として捉
え、「商店街空き店舗活用事業」を活用し
ているが、商店街の実情を考慮し、補助
金額の増額、補助期間の延長及び審査期
間短縮を図っていただきたい。
　	　また、起業家に対するワンストップ
サービスの実施など起業家の支援策を充
実していただきたい。
12	　昨年の11月に施行された「北九州市商
店街の活性化に関する条例」の効果的な
運用を図るため、県等の関連部署と連携
を図り、積極的な広報と周知の徹底に努
めていただきたい。
13	　多くの商店街では、後継者育成と事業
承継は存続に係る大きな問題となってい
る。講師派遣による研修会や講習会の開催
に加え、市内の若手経営者の交流の場を
設けるとともに商店街青年部の連合組織を

復活させるための支援をしていただきたい。
14	　県や市が実施しているプレミアム付商
品券発行事業は、主に食料品や生活必需
品を購入し、消費者の63％、事業主の
73％が継続実施を望んでおり、沈滞する
商店街の活性化に大いに貢献している。
商品券の販売総額が500万円未満の場合
は市の制度を活用することになるので、
市においても県並に充実して継続実施し
ていただきたい。
15	　市内の商店街等に長期間放置された商
業ビルが多数見られ、これらは商店街活
動や防犯・防火の観点からだけではな
く、今後、壁面などの剥落により通行人
に被害が及ぶ恐れも充分考えられるの
で、街の安全・安心の観点から早急に対
処していただきたい。
16	　北九州市は、商店街の活性化に大いに
貢献するリノベーションによるまちづく
りの先進都市となっている。この手法に
よる都市型産業の育成及び新規雇用者の
創出を図るため、特区方式などによる建
築基準法の緩和や遊休不動産を持つ地権
者などの意識改革等を重点的に進めてい
ただきたい。
17	　商店街等が地域の活性化のために実施
するイベントなどで使用する道路の規制
を緩和するとともに使用料の減免と手続
きの簡素化を図っていただきたい。
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［受注対策］
	　地元の雇用を確保し、地域経済を循環さ
せるとともに、従業員の土木・建設技術を
向上させ、地域の発展・振興を図り、中小
建設業及び関連業者が夢と希望を持って働
けるような公共工事にするため、毎年、閣
議決定されている「中小企業に関する国等
の契約の方針」を遵守し、以下の施策を継
続して実施していただきたい。
18	　「中小企業に関する国等の契約の方針」
に則り、官公需適格組合を始めとする事
業協同組合等の受注機会の増大を図ると
ともに、窓口の契約担当者に周知徹底し
ていただきたい。
　	　併せて、リバースオークション的発想
は撤廃していただきたい。
19	　道路や公共施設の防災・減災や改修等
の公共工事予算を増額して確保していた
だきたい。
　	　特に、ミッシングリンクの早期解消に
重点的に配分していただきたい。
20	　電気、給排水、塗装、防水など専門業
者で施工できる工事については、専門業
者への分離発注に努めていただきたい。
21	　設計価格の積算基礎となる単価の改正
は実情に合わせて迅速に行っていただき
たい。
22	　市による建設関連業に対する「中小建
設業新分野進出支援助成金」「建設業戦略
的経営支援事業」「各種セミナー」などの
支援策は、引き続き充実して実施してい
ただきたい。	

［金融税制対策］
23	　財務体質が脆弱な中小企業にとって自
治体の制度融資は重要な資金の調達源で
あるが、借り入れる企業としては信用保証

協会の保証料を含めた額が金利負担とな
るので、利率及び保証料の低減を行うと
ともに、保証料の一部補助を行い、実質
的な金利負担の低減を図っていただきたい。
24	　事業所等の床面積を課税対象の一部と
する事業所税は固定資産税などとの二重
課税的な側面があるので、廃止するか、
若しくは中小企業には免除措置を行って
いただきたい。
25	　中小企業における事業の活性化を図る
ため、現在、時限的に実施されている法
人税における中小企業の軽減税率を更に
引き下げるとともにこれを恒久化するよう
に国に積極的に働きかけていただきたい。
26	　法人税の中小企業における交際費の定
額控除限度額（800万円）を引上げるこ
と、更に、全額を交際費として経費計上
できるように国に積極的に働きかけてい
ただきたい。
27	　企業規模（資本金・従業員数など）を
課税標準とする外形標準課税は、地域経
済を支える中小企業にとっては、赤字企
業のケースを含め大変な負担増となるの
で、同法の中小企業への適用拡大を行わ
ないように国に強く要望していただきたい。

［労働対策］ 
28	　市内の有効求人倍率は緩やかな回復が
見られるが、若年層を中心に希望職種と
求人職種のミスマッチによる早期退職も
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依然として発生している。市が若年者の
就業拡大を目的に実施している若者ワー
クプラザ北九州運営事業においては、年
間延べ約15,000人の若年求職者が利用し
ており、また、若年求人開拓事業におい
ては、年間1,500人前後の求人を掘り起
こすなど、若年者の就業支援とミスマッ
チの解消及び中小企業の人材確保にも大
いに貢献しているので、引続き充実して
実施していただきたい。（平成26年度若年
者求人開拓事業は北中連の受託事業で
す。）
29	　景気の回復とともに中小企業における
人材確保はますます厳しい状況に置かれ
ている。学校の就職担当職員と中小企業
経営者との意見交換会、職場体験学習、
見学会、中小企業経営者の会社説明会等
を開催し、学校と企業との交流を図ると
ともに、地元中小企業への理解を深め、
新卒者や若年者が地元の中小企業に就職
したくなるような施策を実施し、地元中小
企業の人材確保を支援していただきたい。
30	　地元の中小企業は、長引く景気の低迷
や激しい受注競争により、厳しい経営状
況に置かれており、社内で従業員を教育
する資金的、時間的余裕がないため、即
戦力を必要としている。電気、溶接、機
械、建築などの基礎的な技術習得者を育

成し社会に送り出すため、工業高校等の
カリキュラムの充実を関係機関に働きか
けていただきたい。
　	　また、中小企業に対する人材育成支援
は継続して実施していただきたい。

［環境対策］
31	　「環境未来都市」や「グリーンアジア
国際戦略総合特区」の指定を受け、環境
にやさしい街づくりを目指して、種々の
支援策や費用の一部補助等を行っている
が、さらに、スマートメーターの各戸配
布や水素エネルギーの普及促進など、そ
の動機付けと普及を図っていただきたい。
32	　中小企業の環境対策と経営改善に貢献
しているEA-21認証取得に関して行なっ
ている種々の施策については、引続き積
極的な広報と更なる優遇策を講じていた
だきたい。

［北中連関係］ 
33	　本連合会は、昭和29年の設立以来、60
年間、北九州地域の中小企業支援と地域
振興に積極的に取り組んできた。今後も北
九州市が取り組む各種中小企業施策に、
市と連携し積極的に取り組む所存である
ので、引き続き本連合会に対し委託事業
の発注など特段の配慮をお願いしたい。
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福岡県知事へ「要望書」を提出

　平成26年11月28日（金）、自見会長を始め池田、大坪、安心院、松本、梯の各副会長が
出席し、福岡県庁の商工部長室において、自見会長から今村商工部長へ知事あての「平成
27年度北九州地域の中小企業対策に関する要望書」を手渡しました。
　この要望書は、北中連の４部会、２委員会において提案された要望や意見を集約し、正副
会長会および理事会において検討を加え承認されたものです。
　当日は、今村商工部長を始め鷺山中小企業振興課長、山田企画監、倉橋係長、右田係長、
倉本主事の出席の下、地域振興対策予算の確保、廉価な電力の確保、プレミアム商品券発行
事業の継続、建設工事単価の検討、高度化事業の検討、福岡空港と一体化した北九州空港の
活用などについて、幅広く意見交換が行われた。
　なお、要望事項は９分野29項目で、内容は次のとおりです。

平成27年度　福岡県に対する
中小企業対策に関する要望

［景気対策］
１	　国内景気は、アベノミクス効果とオリ
ンピックの東京開催を追い風に、全般的
には前向きの期待感が高まっているが、
地方の中小企業にとっては、いまだ効果
は薄く、むしろ、円安による人件費、材
料費、燃料費等の高騰に加え、消費税率
の引き上げなどにより、先行き不透明で
厳しい状況に置かれている。
　	　ついては、福岡県においても、予算編

成や税制改正について、中小企業に十分
配慮していただくと同時に、国に対し
て、早急かつ的確な景気対策と税制改革
を実行すべく、積極的に働きかけていた
だきたい。

［地域振興対策］
２	　北九州地区の経済は、消費税率引き上
げに伴う駆込み需要の反動が引続き見ら
れ、中小零細企業では、アベノミクス効
果の影響も薄く、中小製造業においては
電力料金や燃料費等の高騰、建設関連業
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では仕事量はあるものの人手不足に加え
て賃金の高騰、地域商店街では少子高齢
化などに加え大型店やコンビニの出店
で、依然として非常に厳しい状況に置か
れている。
　	　今後もこのような状況で推移するもの
と思われるので、より一層の金融、受
注、雇用、地域振興等の支援策の充実と
併せて県独自の中小企業対策予算の大幅
な増額を図っていただきたい。
３	　災害時における熱源の確保として、Ｌ
Ｐガス協会と「災害時における液化石油
ガスの供給等に関する協定」を締結して
いるが、熱源の多面的な確保として、災
害時に避難所となる学校等の公共施設及
び県の出先機関等にＬＰガス設備・機器
を設置し、災害等に対処していただきた
い。
４	　2020年の東京オリンピックでは九州に
400万人のインバウンド客が見込まれて
おり、福岡空港のみでは対応が困難にな
るので、北九州空港での長距離観光客の
受入やＬＣＣ（格安航空会社）の誘致の
ため、滑走路の延伸（3000ｍ化）や国際
線ターミナルの整備など、24時間運用で
きる空港の利点を生かし、福岡空港と一
体となった空港整備を早急に実施してい
ただきたい。

［工業振興対策］
５	　ものづくり中小企業の優れた技術・技
能は、我が国産業の国際競争力の強化に
貢献するとともに、企業の新製品・新技
術開発や新たな産業を創出する基盤とも
なっている。県においては、「福岡ものづく
り産業振興会議」を設置され、種々の支
援策を実施しているが、北九州地域のも
のづくり中小企業の技術技能、ノウハウ

が衰退することなく円滑に継承が図られる
よう引続き支援策を実施していただきたい。
６	　原発の再稼働停止により、火力発電に
頼らざるを得ず、石油や石炭、天然ガス
などの輸入が増え電気料金の値上げが懸
念されるので、安全基準を満たした原発
の再稼働を早急に行い、安定的に良質で
廉価な電力供給が行われるよう、全国知
事会や九州地方知事会等を通して、国や
電力事業者に積極的に働きかけていただ
きたい。

［商業振興対策］
７	　多くの商店街では、後継者育成と事業
承継が商店街の存続に係る大きな問題と
なっている。研修会や講習会等の開催に
よる若手経営者や後継者の指導育成を図
るとともに、県中央会等関係機関を活用
し、県内の若手経営者の交流の場を設
け、商店街青年部の連合組織を復活させ
るための支援をしていただきたい。
８	　県や市が実施しているプレミアム付商
品券発行事業は、主に食料品や生活必需
品を購入し、消費者の63％、事業主の
73％が継続実施を望んでおり、沈滞する
商店街の活性化に大いに貢献しているの
で、プレミアム分や事務費の補助率引上
げなど、引続き充実して継続実施してい
ただきたい。
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［受注対策］
　地元の雇用を確保し、地域経済を循環さ
せるとともに、従業員の土木・建設技術を
向上させ、地域の発展・振興を図り、中小
建設業及び関連業者が夢と希望を持って働
けるような公共工事にするため、先に閣議
決定された「中小企業に関する国等の契約
の方針」を遵守し、以下の施策を継続して
実施していただきたい。

９	　「中小企業に関する国等の契約の方針」
に則り、官公需適格組合を始めとする事業
協同組合等の受注機会の増大を図るととも
に、窓口の契約担当者に周知徹底させること。
10	　道路や公共施設の防災・減災や改修等
の公共工事予算を増額して確保すること。
　	　特に、ミッシングリンクの早期解消に
重点的に配分すること。
11	　電気、給排水、塗装、防水など専門業
者で施工できる工事については、専門業
者への分離発注に努めること。
12	　設計価格の積算基礎となる単価の改正
は、引続き実情に合わせて迅速に行うこと。

［金融税制対策］
　県が実施している高度化事業は厳しい経
済状況下における中小企業の経営基盤の強
化や地域経済の活性化に果たした役割は非
常に大きく、今後も多くの組合が活用でき
るよう、既往、新規を含め、以下の施策に
ついて国や（独）中小企業基盤整備機構に
働きかけていただきたい。
（１）	　申請から実行までの期間の短縮及

び提出書類の簡素化を図ること。
（２）	　債権保全措置として連帯保証人に

よる保証だけでなく金融機関保証も
認めること。

（３）	　個人保証については、「経営者保証

に関するガイドライン」に基づき弾
力的に運用すること。

（４）	　高度化事業における組合借入金
で、破産手続きが終了した組合員に対
する貸付金は、組合に対する全体の
貸付金から除外すること。（残った組合
員の保証債務を解消してあげること。）

（５）	　長期間経営が困窮している中小企業
者の既往借入金の金利負担の軽減、
返済条件の緩和、違約金の軽減、返
済条件変更手続きの簡素化を行うこと。

（６）	　団地組合の一体化を保証するた
め、組合員の倒産等により、団地内
不動産を組合が一時取得する場合の
登録免許税・不動産取得税は非課税
にすること。

19	　財務体質が脆弱な中小企業にとって自
治体の制度融資は重要な資金の調達源で
あるが、借り入れる企業としては信用保
証協会の保証料を含めた額が金利負担と
なるので、より一層の金利や保証料の利
率低減、更に保証料の一部助成などを
図っていただきたい。
20	　事業所等の床面積を課税標準の一部と
する事業所税は固定資産税などとの二重
課税的な側面があるので、廃止するか、
若しくは中小企業には免除措置を行うよ
う国及び対象の地方自治体に積極的に働
きかけていただきたい。
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21	　中小企業における事業の活性化を図る
ため、現在、時限的に実施されている法
人税における中小企業の軽減税率を更に
引き下げるとともにこれを恒久化するよう
に国に積極的に働きかけていただきたい。
22	　法人税の中小企業における交際費は、
営業活動に必要な経費なので、全額を交
際費として経費計上できるように国に積
極的に働きかけていただきたい。
23	　企業規模（資本金・従業員数など）を
課税標準とする外形標準課税は、地域経
済を支える中小企業にとっては、赤字企
業のケースを含め大変な負担増となるの
で、同法の中小企業への適用拡大を行わ
ないように国に強く要望していただきたい。

［労働対策］
24	　景気の回復とともに中小企業における人
材確保はますます厳しい状況に置かれてい
る。県においては、学校の就職担当職員と
中小企業経営者との意見交換会、職場体
験学習、会社見学会、中小企業経営者の
会社説明会等を開催し、学校と企業との交
流を図るとともに、地元中小企業への理解
を深め、新卒者や若年者が地元の中小企
業に就職したくなるような施策を実施し、
中小企業の人材確保に努めていただきたい。
25	　地元の中小企業は、長引く景気の低迷
や激しい受注競争により、厳しい経営状

況に置かれており、自社内で従業員を教
育する資金的、時間的余裕がないため、
即戦力を必要としている。電気、溶接、
機械、建築などの基礎的な技術習得者を
育成し社会に送り出すため、工業高校や
高等技術専門校等のカリキュラムの充実
を図っていただきたい。

［環境対策］
26	　中小企業の環境対策と経営改善に貢献
しているエコアクション－21認証取得に
ついて、引続き積極的な広報と更なる支
援を行っていただきたい。
27	　環境対策の視点からも、安全基準を満
たした原発の早期稼働、水素エネルギーの
普及促進、新エネルギー買取制度の柔軟
な見直し等を積極的に進めていただきたい。
28	　北九州市内にある県立公園の運営等は
北九州市とのより緊密な連携を図ってい
ただきたい。

［北中連関係］
29	　本連合会は、昭和29年の設立以来、60
年間、北九州地域の中小企業支援と地域
振興に積極的に取り組んできた。今後も福
岡県が取り組む各種中小企業施策に、県
及び市と連携し積極的に取り組む所存で
あるので、引き続き本連合会に対し委託事
業の発注など特段の配慮をお願いしたい。
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第４回理事会
　９月30日（火）14時30分から北九州市立
商工貿易会館６階会議室において、理事・
監事19名の出席のもと、平成26年度第４回
理事会が開催された。
　自見会長が挨拶の後、議長となり議事に
入った。
　事業報告（各種経過報告）、議事録署名
人（自見会長、杉岡、山岡、井上監事）の
選任を行った。第２号議案　平成26年度下
半期行事計画、第３号議案　部会・委員会
の開催報告、第４号議案　平成27年度中小
企業対策の県、市に対する要望のとりまと
め、第５号議案　新規加入及び脱退の承認
を審議し、全て承認する。
　続いて、北九州市からの委託事業である
「若年者求人開拓事業」の現状説明、東京
都日比谷公会堂で開催される第66回中小企
業団体全国大会への参加について説明があ
り理事会を閉会する。

第５回理事会
　12月３日（水）18時から稚加榮小倉店に
おいて、理事11名、監事３名の出席のもと
第５回理事会が開催された。
　自見会長が挨拶の後、議長となり議事に
入った。
　議事録署名人（自見会長、杉岡、山岡、
井上監事）の選任を行った。続いて、各種
経過報告、福岡県及び北九州市に対する平
成27年度中小企業対策の要望・陳情活動の
報告、地域経済懇談会・懇親会の報告、新
春講演・交流会の開催、創立60周年記念事
業等について、説明及び討議を行い、全て
承認された。
　引続き、理事会終了後、西田市産業経済
局長、北中連顧問の春日商工中金北九州支
店長をお招きし、交流会を行い、和やかな
雰囲気の中で情報交換と交流を深め池田北
中連副会長の中締めで閉会した。

第２回正副会長会
　９月30日（火）13時30分から北九州市立
商工貿易会館６階会議室において、自見会
長、池田、大坪、安心院、松本、梯各副会
長の出席のもと正副会長会が開催され、自
見会長が議長となり審議に入った。

　理事会提出議案を審議の後、その他の事
項として、10月23日（木）東京の日比谷公
会堂で開催される第66回中小企業団体全国
大会への出席要請、県、市に対する要望陳
情への出席などについて、説明及び討議を
行った。

北中連 理事会・正副会長会
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福岡県地域経済懇談会

　平成26年７月31日（木）ホテルニュータ
ガワにて、26年度福岡県地域経済懇談会
が、県商工部、県中央会、商工会連合会北
九州支部、北九州商工会議所、北中連など
から36名の出席の下で開催された。
　懇談会は、川上北九州中小企業振興事務
所長の開会の挨拶に続いて、今村県商工部
長が挨拶をされた後、懇談会に入った。
　県の産業政策について、白鳥商工政策課
企画広報監から詳細な説明がなされた。
　各団体等の取り組みについては、北九州
商工会議所の能美中小企業振興課長から
「事業承継支援」について発表がなされた。
　意見・要望及び意見交換では、北中連の
松本副会長から「中小企業の人材確保の支
援及び人材育成、特に工業高校や高等技術
専門校等による基礎的技術習得者の育成に
ついて」、同じく梯副会長から「プレミア
ム付き商品券発行事業の支援と充実につい
て」意見・要望がなされた。
　続いて、県商工会連合会北九州支部会長
会の中家監事代行から「小規模企業振興基
本法の成立に伴う市町村への小規模企業支
援対策の充実」同じく原田監事から「プレ
ミアム付き商品券発行に伴う支援策の継続
について」と同じく内田副会長から「自動
車道開通に伴い生産・物流拠点となるよう

な企業や教育機関の誘致について」意見・
要望がなされた。
　さらに、北九州商工会議所の里村中小企
業部長から「中小零細・小規模事業者の支
援補助金の拡充等について」同じく能美中
小企業振興課長から「事業承継支援施策の
充実について」同じく馬渡小倉サービスセ
ンター長から「プレミアム付き商品券発行
事業の継続と支援について」意見・要望が
なされた。
　その後、各担当課長などから総括的な回
答が述べられ、引き続き意見交換となり
「東京オリンピックのインバウンドを受入
れるため、北九州空港の滑走路の3000ｍ化
への早期着工」や「福岡・北九州空港の有
効活用」など活発な情報交換が行われ、今
村商工部長のまとめの言葉で懇談会を終了
した。
　懇談会終了後、同ホテルにて北中連主催
による懇親会が開催され、自見北中連会長
の挨拶、今村県商工部長の祝辞と続き、内
田商工会連合会北九州支部会長会副会長の
乾杯の音頭で始まり、和やかな中に活発な
情報交換がなされた。
　最後に、羽田野北九州商工会議所専務理
事の中締めの発声で、懇親会は盛会のうち
に終了した。
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　福岡県機械金属工業連合会（福機連）北九州支部は、福機連本部および北中連工業部会の

支援を受け、技術開発、作業改善、生産管理など企業経営の参考に資するため、先進企業視

察を行っています。生産現場を見学し、経営者や技術者などと直接意見交換することで、具

体的により深く知識を習得できると、参加者から好評を得ています。

　今年度は、10月28日・29日に中小企業庁の「元気なモノ作り中小企業300社」に選定

されている長野県の「株式会社ダイヤ精機製作所」及び「株式会社共進」の２社を視察しま

したので、その概略を報告します。

《概　要》
代　表　者　代表取締役社長　小口　裕司
会 社 創 立　昭和26年（1951年）５月１日
資　本　金　4,000万円
所　在　地　〒394-0084
　　　　　　長野県岡谷市長地片間町1-4-20
　　　　　　TEL	0266-27-7733／ FAX	0266-26-1188
従 業 員 数　150名（男子120名、女子30名）
工 場 敷 地　9,427㎡
建 物 敷 地　6,241㎡　建物：７棟
業　　　種　精密機械器具製造業
営 業 品 目　各種コレットチャック・ガイドブッシュ
　　　　　　高精度スピンドルユニット、研究開発支援・部品試作
　　　　　　半導体製造及び検査装置、精密測定器及び装置
　　　　　　	工業計器・航空計器・電子計測器類／情報機器・光通信機器・医療器部品・Ｆ１部品
　　　　　　	自社製品：微細穴加工機（ビサイア）／精密機器・設備機械の設計・加工・組立
主な取引先　シチズングループ各社、株式会社本田技術研究所、株式会社ケーヒン、
　　　　　　日本電子株式会社、株式会社村田製作所、日本航空電子工業株式会社　など
関 連 会 社　株式会社ダイヤック
　　　　　　大雅精密机械（常熟）有限公司（中国江蘇省常熟市）

先進企業視察（長野県）
　� ����福機連北九州支部

◆株式会社 ダイヤ精機製作所
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《沿　革》
昭和26年　５月　	長野県岡谷市田中通りに、株式会社ダイヤ精機製作所設立
昭和38年　10月　	現在地に、新工場建設、移転
昭和54年　９月　	障害者雇用にて、県知事表彰を受ける
平成12年　11月　	ISO9001認証取得
平成13年　６月　	旋盤型微細穴加工機「ビサイアML10」発表
平成14年　12月　	ISO14001認証取得
平成18年　４月　	経済産業省「元気なモノ作り中小企業300社」に選定
平成19年　３月　	中国江蘇省常熟市に大雅精密机械（常熟）有限公司設立
平成25年　９月　	労働省労働基準局長より1130万時間無災害記録証授与

《会社のモットー》
１．人間尊重の精神をすべての基盤とする
　　	人間尊重の精神とは、人間を愛する心になることである。
　　	人間を真に愛するとは、立派な人になってもらい、幸福になってもらう心になることで

あろう。
　　	幸福になるには、その人自身が、誰からも愛され、信頼され、努力する以外にないはず

である。
　　	全社員の一人一人が、真の人間尊重の精神になることを望む。具体的に言うならば、上

の立場に立つ時は、下の人を立派な人、役立つ人、愛される人、信頼される人、努力す
る人になるように、教育、訓練、指導することである。

　　	又下の立場に立つ時は、上の人に安心をして頂くように、満足して頂くように心かける
ことであり、それは、先ず命令に従う、報告する、指導を受ける、相談することである。

　　	このようにするならば、期せずしてそこに、温かい人間関係が生まれ、明るい楽しい、
張り合いを持てる職場となるのである。

　　	これは、当然の義務であり、この実践によって権限も生まれる。
　　	従って、権限の行使は義務実行である。
２．品性の向上に志し、幸福を毎日の生活の中に築きあげる
　　	品性とは、人間性、人柄の基になるものである。
　　	幸福は、品性に応じたものであるので、毎日の生活の積み重ねは、品性を高める訓練の

場である。
３．美しい心でよい製品をつくり、職域を通じて社会に貢献する
　　	美しい心とは、人間を愛する心である。
　　	我々は社会生活をし、社会の恩恵の中で仕事をさせてもらっているので、社会につくす

のは当然の義務である。
　　	以上、会社のモットーを遵守実行するところに、期せずして会社の繁栄が生じ、社員一

人一人の幸福が築かれるものと確信する。
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三次元形状加工

マッチング加工

平面研削加工

微細放電加工

円筒研削加工

ワイヤー放電加工

小径加工

ホーニング
ラッピング加工

タンタル

純　銅

ステンレス

ニッケル合金

超硬合金

インコネル

チタン

純　鉄

高 精 度
加工技術

難 削 材
加工技術

微細加工部品の試作品 高精度製品の試作品 コレットチャック・
ガイドブッシュ

精密計測器

加　工 精密機械組立 設　計

その技は宇宙で、サーキットで輝く
　ダイヤ精機製作所は、卓越した精密加工技術を駆使し、世界中の多彩な分野へとその製
品を送り出している。
　例えば、広大な宇宙空間を一寸の狂いもなく飛ぶロケット、サーキットを時速350kmで
駆け抜けるＦ１マシン。これら過酷な条件の中で極限の精密さを要求される機器の中枢部
分に採用され、その進歩を支えている。さらに、半導体製造装置・航空機・医療器などの
精密機器、産業用ロボット、ヒューマノイドロボット、精密機械用コレットチャック・ガ
イドブッシュ、エアベアリング（空気静圧軸受）スピンドル、精密スピンドルなど、様々
な場面で当社の製品・技術は輝いている。

高精度、高品質を支える一貫生産システム
　当社の製品は特殊な分野で使われることが多く、多品種少量生産とともに、高度な精
度・品質が要求される。そのため、半世紀以上にわたり積み重ねた精密加工技術と電子技
術、最新鋭の機械設備を最大限に活かし、開発・設計から加工・組立、検査まで、一貫し
て自社内で行っている。
　また、多彩な高精度加工技術と難削材加工技術を有し、「ものづくり」に関わるあらゆる
顧客のニーズに応えている。
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《製品紹介》
チャックユニット　-Chuck Unit-
　メリット１
　　	　打ち合わせに基づいて当社が設計から製作まで行うた
め、装置への取り付け、精度、把持力等、顧客の手を煩わ
せることはない。

　メリット２
　　	　チャックとスリーブが一体化されているため、設計変更
への対応、故障時の対応を素早く行うことが出来る。

　メリット３
　　	　すでに規格化されているチャックを利用することで、
ローコスト・短納期でチャックユニットを供給することが
出来る。

デスクトップサイズ微細穴加工機
　特　徴
　　●	センタ穴加工軸とドリル穴加工軸の２軸を装備し、工具

の交換頻度を低減。
　　●	各加工軸は、自社開発の空気静圧軸受を搭載しており、

ナノオーダーの振れ精度を実現。
　　●	切りくずの排出を容易にするために、縦方向にＸＹテー

ブルを配置。
　　　最大加工範囲は、縦横各150mm。
　　　（加工軸２軸を同時使用しての最大加工範囲は100mm）

内外径比較測定器　ＭＳ－１
　	　加工生産現場においては、絶対寸法を測定するより
も、マスターゲージを基準として、その誤差を測定す
る比較測定の方が、間違いが少なく、経験の少ない作
業者でも確実に寸法管理ができる。

ダイヤ精機 株式会社　正面玄関
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《概　要》

代　表　者　代表取締役社長　五味　武嗣

設　　　立　昭和37年５月１日

資　本　金　3,000万円

所　在　地　本社工場

　　　　　　〒392-0015

　　　　　　長野県諏訪市中洲4650

　　　　　　TEL	0266-52-5030／ FAX	0266-52-3314

従 業 員 数　170名

工 場 敷 地　11,520㎡

建 物 敷 地　12,400㎡

事 業 内 容　	ソレノイド・バルブ等の自動旋盤加工に付属する二次加工、カシメ加工、精密

部品の切削加工。

　　　　　　※	オール切削加工部品を一部プレス部品に変え、コストダウン。材質違いの部

品をカシメによる接合方法で製造。

主要取引銀行　商工中金	諏訪支店・八十二銀行	諏訪支店・諏訪信用金庫	上諏訪支店

　　　　　　三菱東京UFJ銀行	長野支店・日本政策金融公庫	松本支店・みずほ銀行	松本支店

《沿　革》

昭和37年　５月　諏訪市弁天町に設立　共進精機有限会社　資本金130万円

平成９年　６月　株式会社共進に社名変更

平成10年　９月　特許	第2824408号　金属部品の接合方法	取得

平成13年　１月　ISO9002取得

平成14年　６月　ISO9001：2000取得

平成20年　６月　元気なモノ作り企業300社2008年版に選定

平成22年　３月　ISO14001：2004取得

平成24年　２月　ISO/TS16949：2009取得

平成24年　７月　代表取締役に五味武嗣が就任

平成26年　２月　医療機器製造業許可証	取得

◆株式会社 共進
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《経営の軸》

経営理念
　仕事を通じて社会に貢献し、社会から必要とされる企業となる

経営方針
　1.	 人間性及び能力の向上に努め、常に改善の意識を持ち、質の高い仕事をする。

　2.	 市場に良質で安全な製品を供給する。

　3.	 グローバルな視点で物事を考える。

　4.	 地域に貢献し、地域の発展のために寄与する。

　5.	 法令を順守し、透明性の高い経営をする。

独自のコストダウン工法
　	　当社は、コイルの一種で、電磁力で芯を直線的に動かす機構「ソレノイド」に使用する

鉄芯製造を主力事業としている。太さが異なる鉄芯とそれにはめ込む筒状の軟鉄材を組み

合わせたもので、自動車のトランスミッション機構の制御弁などに組み込まれている。従

来は一つの金属塊からの切削により所定の形状に加工していたが、当社は、複数及び異質

の部材を独自のカシメ接合技術により製造し、大幅な製造コストの削減と製造時間の短縮

を実現した。

海外でも高い評価
　	　ソレノイド鉄芯の製造業者として蓄積した技術や特許保有の優位性を生かし、注文を上

回る品質・低コストの製品を試作、提案している。国内自動車メーカーで採用が拡大して

いるほか、その高い信頼性から海外の自動車部品メーカーからも注目を浴び、受注を伸ば

している。

高まる需要
　	　現在同社のソレノイド鉄芯は自動車部品に数多く採用されているが、より高い剛性が求

められる建機向け油圧機器部品の製造も開始しており、今後は産業用機械や家電製品の部

品としての採用が期待されている。

《技術の軸》

　従来の切削加工による部品作りの固定観念を捨て開発したのが「カシメ接合」である。

全切削加工に比べ材料、加工時間を大幅に削減できコストダウンと、高精度、高品質の維持

をも可能にした。

カシメ接合のメリット
●低コスト　各部位に適した加工方法適用が可能	 ●省 エ ネ　最小の加工機、最短の加工時間

●高 精 度　冷間で加工するため、熱歪み無し	 ●省 資 源　各部位の大きさに合わせた材料使用

●高 強 度　軸径Φ４で、抜け加重６kＮ	 ●省廃棄物　切削を最小限に抑え、廃棄物削減
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NC自動旋盤群

外観検査

高精度加工設備群（NC自動旋盤）

検査測定室

　設備は、最新鋭の複合加工機（NC自動
旋盤）を140台揃えており、部品の精度
検査を１日に３回行っている。投影機等
の測定機は各フロア毎に複数台設置して
おり、複合加工機で用いる刃物の再研磨
は自社で行い、治工具のノウハウを集積
している。
　さらに注視されるのは、欠け、打痕、
傷等の有無を確かめるため、全数外観検
査を行っており、「傷もの」を出荷しない
経営方針である。

　切削加工業界は熾烈な闘いの場となっ
ており、当然ながら、QCDが揃わないと
生き残れない世界で、その中で当社の特
徴を発揮し、新たな挑戦を続けている企
業である。
　そして、国内で「切削加工＋金属接合
技術」のオンリーワンを目指している。
　この技術水準に達すると、海外企業も
太刀打ちできない領域になる。

カシメ接合法

　【行程１】　分割したオール切削部品の一部を結合して加工製品を製造する。
　【行程２】　	圧力をかけ金属を加圧変形させる事により、精度・強度において高品質の接合

をする。
　【完　成】　材料費・加工時間の大幅な削減。高精度・高品質の維持を実現する。

従来加工法

　切削加工で成形を行うため加工に時間と材料コストがかさむ。
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《信頼の軸》

　製品の品質向上のためにISO9001及びISO/TS16949を、環境保全への配慮のために

ISO14001の認証を取得している。

共進の高精度・高品質を支える高性能機器

自動旋盤
CITIZEN Cincom M32-ⅤⅢ

研削盤
ミクロン精密 MPC-450

自社製　自動カシメ加工機

真円度測定器
ミツトヨ RA2200 CNC

三次元測定機
ミツトヨ Crysta Apex C574

形状測定器
ミツトヨ SV-C3000CNC

株式会社 共進　正面玄関
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年末卓話会・交流会
福機連北九州支部

　11月28日（金）18時から小倉北区のホテ
ルニュータガワにおいて、福岡県機械金属
工業連合会（福機連）北九州支部の年末卓
話会・交流会が開催されました。
　卓話会の講師には、日本銀行北九州支店
長　宮田　慶一氏をお迎えし、「最近の金融
政策運営とわが国の経済情勢」についてお
話していただきました。
　その内容の一部を紹介します。
１　最近の金融政策の運営
　	　日本銀行は10月31日に、「量的・質的金
融緩和」の拡大を決定した。
　	　日本銀行は、2013年の４月４日に「量
的・質的金融緩和」を導入したが、こ
の際、消費者物価の前年比上昇率２％
の「物価安定の目標」を２年程度の期間
を念頭に置いて、できるだけ早期に実現
することを公約した。今回の緩和の拡大
も、こうした公約に基づき、「物価安定の
目標」の達成をより確実にするために
行ったもの。すなわち、消費税率引き上
げの影響などから経済に弱めの動きがみ
られ、原油の国際価格の下落が急ピッチ
で進む中、物価に下落圧力がかかること
が懸念されている。そこで、これまで着
実に進んできたデフレマインドからの脱
却が遅延するリスクを未然に防ぎ、これ
までの良い流れを維持するために、追加
緩和を行った。
２　国内経済の現状
　	　消費税率引き上げと、円安が日本経済
に与える影響それぞれについて、少し詳
しくみていく。
　	　消費税率引き上げの影響は、①駆け込
み需要の反動減と、②消費税率の上昇に
伴う実質所得の減少に分けられる。①に

ついては、住宅投資を除き、その影響は
和らいでいる。一方、②については、所
得が相対的に低い層を中心に、消費に対
してマイナスの影響を与えている。今
後、景気の回復や人手不足を背景に名目
所得が上がる中で、どれだけ消費者マイ
ンドが回復してくるかがポイントである。
　	　円安は、言うまでもなく輸出企業には
プラスの影響をもたらす。世界経済は米
国を中心に緩やかに成長率を高めて行く
ことが予想される中、円安進行を受け、
日本企業の競争力は改善し、海外から国
内に生産を回帰させる動きも一部でみら
れている。このため、今後、経常収支面
でプラスの動きが拡大することが期待さ
れる。さらに、円安は株高を通じて資産
効果をもたらすほか、外国人旅行者の日
本国内における消費も活発にする。
　	　一方、円安は、輸入コストの上昇分を
販売価格に十分転嫁できない小売・卸業
者や下請け企業の収益を圧迫している。
ただ、原油の国際価格の下落が急ピッチ
で進んでおり、この分、マイナスの影響
は緩和されることになる。
　	　円安の影響については、最近、マイナ
スの側面に焦点を当てた論調が多いよう
に感じるが、バランスのとれた議論が必
要である。
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３　地方創生の基本的視点
　	　出生率の低い東京への一極集中を抑制
することは、日本全体の人口減少に歯止
めをかけるためにも重要である。一方、
地方の生産性を高めないまま地方分散を
進めると、日本全体の生産性が低下して
しまう。また、国や行政では、地方の実
情に応じ、画一的な政策ではなくメリハ
リのある政策の遂行が求められる。
　	　地方創生においては、「人口問題への対
応」、「地域の特性を活かした産業の活性
化」および「地域における選択と集中」
を基本的なコンセプトとして、総合的で
相乗効果を持つ施策を一体として実行す
る必要がある。
４　北九州の課題
　	　北九州市の生産年齢人口（15～64歳の
人口）は、1990年には約70万人であった
が、このままいけば2035年には40万人程
度にまで減少することが見込まれてい
る。しかし、北九州市は、高齢者と女性
の労働力化率が相対的に低いため、これ
を引き上げることにより、生産年齢人口
の減少ピッチを下げる余地がある。
　	　北九州市は、旧５市合併の影響もあ
り、都市機能が他の政令指定都市と比べ
て分散している傾向があるため、コンパ
クト・シティ化を進め、高齢者や子育て
世代が生活しやすく、働きやすい環境を
整備することが必要である。こうした取
り組みは、高齢者と女性の労働力化率を
高めるうえでも大切であるのみならず、
北九州における産業の活性化の観点から
も重要である。すなわち、コンパクト・
シティ化は、都市機能の集中と選択を通
じて、北九州の課題の一つでもある第３
次産業の生産性・競争力の強化にも直結
すると考えられる。
　	　また、北九州は、多様な業種のメー
カーが集積しており、高度な技術、設

備、人材の宝庫である。これらに裏付け
された北九州の総合的な「ものづくり
力」を、さらに進化させていくことも産
業を活性化するためには重要である。中
でも、地域に根差した中小企業が、企業
間の「横のつながり」、および「海外と
のつながり」を更に深めて行くことが大
切である。
　	　北九州には、優秀な技術を持った中小
企業が沢山あるので、異業種も含めて中
小企業が横の連携を強め、技術面でお互
いの優れた点を補いながら、新たな技術
領域を創造していくダイナミズムが地域
活性化には不可欠である。また、日本の
中小企業は、今まで以上に世界に向き
合っていくことが求められている。中小
企業が「世界とのつながり」を深めるこ
とは、当該企業の生産性のみならず、北
九州全体の「ものづくり力」を高め、地
域のダイナミズムを高めることにつなが
るはずである。九州地区は、外国人留学
生も多いので、こうした人材を活用して
いくという視点も不可欠である。

　など、プロジェクターを使われ分かりや
すくお話いただきました。
　
　卓話会終了後、春日商工中金北九州支店
長、秋月中央会北九州支所長、松本福岡県
機械金属工業連合会長の出席の下、交流会
を開催し、活発な意見交換が行われ盛会の
うちに終了しました。
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若年者
求人開拓員 中小企業

求人、求職者の
情報交換

求人の申込み 紹介

登録・相談

若年者

応募訪問

求人開拓 ワークプラザの
紹介状を持参

若者ワークプラザ
北九州

北中連からのお願い

　北中連では、北九州市からの委託事業として「若年者求人開拓事業」を行っています。求人開拓員（北
中連の職員）が市内の企業を訪問して若年者向けの求人を開拓するものです。
　この求人情報を北九州市が運営する若年者向けの就業支援施設「若者ワークプラザ北九州」で活用し、
ミスマッチの少ない職業紹介を実施することで、若年者の就業と企業の皆様の人材確保に寄与しています。
　求人開拓員が皆様の組合や企業を訪問します。趣旨をご理解いただき、求人の申込みに是非ご協力く
ださい。（無料で利用できます。）

　　 若年者求人開拓事業の流れ

『若者ワークプラザ北九州』

　若年者（概ね40歳まで）に対し、就業相談、
各種情報提供、講座やセミナー、職業紹介等を
実施して就業を支援する施設です。求職者への
カウンセリングにより、ミスマッチの少ない職
業紹介を実施しています。
　平成25年度は、延べ15,100人の利用があ
り、様々な資格や職務経験を持つ若年者が登録
しています。

＜お問合せ先＞
（一社）北九州中小企業団体連合会　　TEL：093-531-0127　担当：野瀬

若年者向けの求人は、
「若者ワークプラザ北九州」へ

北九州市からの受託事業「若年者求人開拓事業」へのご協力をお願いします。
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組合訪問記
《組合概要》

団体名　小倉電気工事業協同組合
代表者　永　瀬　信　親
所在地　北九州市小倉北区大畠1-7-15
ＴＥＬ　093-521-3203
ＦＡＸ　093-541-2595
設　立　昭和22年２月
業　種　電気工事業
組合員　82名

組合設立の動機や経過など
　組合活動は昭和17年から活動していまし
たが、終戦で自然解散となり、新しく昭和
22年に進駐米軍施設へ電力を円滑に供給す
るため、45名で組合を創立し、昭和25年の
中小企業等協同組合法の発布に伴い法人化
しました。
　戦後の物資不足による材料の入手難、朝
鮮動乱によるインフレ、昭和35年頃の東京
オリンピック景気による電気工事士の不足
や資材の高騰、50～60年代のエネルギー
革命による石油パニック、特に、オイル
ショックによる北九州地区の鉄冷えによる
落ち込みはひどく、経営不振に陥る企業が
続出するなど、波状的に訪れる幾多の困難
にも組合員が一致団結して難局を突破する
ことができました。
　また、組合員が待望して建設した組合会
館を、平成２年には老朽化により建替るな
ど組合員の結束を一層強固なものとしまし
た。
　更に、平成23年には戸畑電気工事業協同
組合と対等合併を行いより大きな組織に
なっています。

活動状況など
　経済産業省の指導や九州電力様のご協力
により「電気設備保守センター」を設立し、
小倉南・北区、戸畑区の電気設備の改修、
点検や公衆街路灯の保守業務を行っていま

す。また、電気設備の調査部門として「電
気安全サービス小倉支部」を設け、門司
区、小倉南・北区に専従調査員を配置し、
お客様の財産や安心、安全な暮らしをお守
りしています。
　更に、青年部では福祉施設や高齢者世帯
等を対象に無償で電気設備を点検、改修す
る地域社会へのボランティアを行い、これ
らの活動を通してなお一層の団結を深め、
業界の発展に寄与しています。

当面の課題など
　少子高齢化等よる人材不足は建設業のあ
らゆる職種に及んでおり、我々の業界では
各地域の工業高校へ出向き先生や生徒を含
めてディスカッションや施工中物件の見学
説明会を行うなど業界の理解を深めるとと
もに近い将来の人材確保に向けての活動を
行っています。

代表者の趣味など
　学生時代は野球やラグビー等に熱中し、
お陰でこの年になっても先輩、後輩、同窓
生との交流が跡切れることがありません。
今では、ゴルフに熱中し仲間との交流を楽
しんでいますと、和かに話されました。

　師走のお忙しい中、お伺いしたにもかか
わらず、終始笑顔でお話いただきありがと
うございました。

組合事務所にて

― 24 ―



― 25 ―



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 もやい聖友会 社会福祉事業 八幡西区森下町 27-38   従業員数：68人（うち女性 49人）  

子育てしながら働きやすい職場環境の提供と職員にやりがいをもたらす地域貢献活動 
子育て世代にも働きやすい職場環境を提供するため、開設時より事業所内に保育施設を設置。「慣らし保育」などの短時間

保育や従業員の勤務にあわせた保育など、柔軟な運用が行われている。また、施設内にコミュニティ FM放送施設を備え、職
場内外に情報発信を行うとともに、社会貢献のためのセミナーや講座の開催、地域住民を含めたネットワーク構築など、職員
に仕事以外のやりがいを提供している。 

株式会社 北九州銀行 金融業 小倉北区堺町 1丁目 1-10   従業員数：598人（うち女性 255人）  

労働時間短縮のための徹底した取組みと男性行員の子育て参画促進 
新銀行発足を機にスリム化した組織において、有給休暇の取得促進や労働時間短縮に向けて毎月の「全行統一早帰り日」や

「全行一斉消灯日」実施を本部及び各支店長が徹底管理し、個人の時間の増加を実現。また、小学校応援団に銀行として参加
し、授業参観などの学校行事に積極的に参加するなど、男性行員の子育て参画を銀行全体でサポートしている。 

 

森 豪さん  （会社員） 

働き方を見直し、ワーク・ライフ・バランスを推進するための勉強会や講座を開催 
まちづくりに関する研究、企画、活動等を行う「ひまわり塾」への参加を契機として、地域の父親のネットワークの構築を支

援することをテーマに活動を始めた。２児の父親として会社勤めの傍ら、父親の育児参加を支援する団体に所属して父親の働き
方の見直しをテーマにした勉強会を企画・実施するなど、父親の育児参画を促す活動を続けている。 

篠原 艶子さん  （薬剤師） 

子育て、介護、仕事、家事、地域活動のそれぞれを楽しみながら実践 
３人の子育てと認知症の親の介護をしながら仕事を続けてきた。介護と仕事を両立するため、店舗兼自宅を改造し、地域の人

からも見守ってもらえる環境をつくりだしている。また、地域の人々の健康づくりに寄与したいとの考えから、健康セミナーな
どの開催や、趣味で始めたバイオリンのデイサービスでの演奏、学校薬剤師としての活動など、家族の協力を得ながら幅広い活
動を行っている。常に前向きで向上心を忘れず、周囲の人を元気にしている。 
 

 

社会福祉法人 龍玉会 洗心保育園 児童福祉事業 小倉南区大字貫 795-1  従業員数：26人（うち女性 26人）  

職員の満足度を高め、長く働き続けられる環境整備により人材不足を解消 

園長や主任をはじめ、民間経験のある事務員を中心に、職員全員でよりよい職場環境づくりに努めている。代
替職員の十分な確保等により職員の急な退社や休暇にも対応することができており、有給休暇の高い取得率にも
つながっている。また、所定労働時間や有給休暇の付与日数が法定を上回るなど、職員の満足度を高める制度と
なっている。これらの取組みにより、職員の平均勤続年数は全国平均を大きく上回り、人材不足を解消している。 

北九州市ワーク・ライフ・バランス推進協議会と北九州市では、１１月を「北九州市ワーク・
ライフ・バランス推進月間」として、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の意義や
必要性を広く市民や市内事業所等に理解していただくため、「進めよう！ワーク・ライフ・バラン
ス」をテーマにキャンペーンを実施しました。 
今年度は、イクメンとして仕事も子育ても楽しむ俳優・つるの剛士さんによるトークライブイ

ベントをはじめとした様々なイベントでＰＲ活動を行いました。 
 

第８回「北九州市ワーク・ライフ・バランス表彰」受賞者決定！！ 

「北九州市ワーク・ライフ・バランス推進キャンペーン」を実施しました 

【問合せ先】北九州市子ども家庭局男女共同参画推進課 ℡ 093-582-2405 
はじめよう！ﾜｰｸ・ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ ｈｔｔｐ：//wｌb-kitakyushu.jp  （北九州市ﾜｰｸﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ推進協議会） 

市 長 賞 

企業・団体部門 

企業・団体部門 

個人部門 

 

少子高齢社会において、子育てしやすく、男女がともに働く喜びを感じることが

できる社会の実現は、企業、働く人、市民、行政が協働で取り組むべき重要な課

題です。そこで、子育て支援や男女がともに働きやすい環境づくりなど、ワーク・

ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進に取り組む企業・団体・個人を表彰

し、その取組内容を広く市内企業や市民の皆さまに紹介していきます。 

この度、平成２６年度、第８回の表彰企業等を下記のとおり決定し、去る１１月

１７日北九州市立男女共同参画センター・ムーブにて表彰式を行いました。 

 

 

奨 励 賞 
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事 業 所 か ら 出 る 事 業 系 一 般 廃 棄 物 に つ い て は

（ごみ、資源化物）

市市市ののの指指指定定定袋袋袋ははは使使使えええままませせせんんん！！！

事業系一般廃棄物の処理方法としては、以下のようなものがあります。

・紙類、廃木材は、収集運搬業者に処理を依頼することも可能ですが、自ら民間のリサイクル施

設に持ち込むことができます。分別によりごみが減り、経費削減にもつながります。

リサイクルへのご協力もよろしくお願いいたします。  

 【事業所から出るごみに関するＱ＆Ａ】

Ｑ１．事業所から出るごみは、どうして市の指定袋では出せないのですか？

Ａ１．事業所から出るごみは、量の多少にかかわらず事業者自らの責任で処理することが、法令等で定めら

れています。例えば、従業員が食べた弁当容器も「事業所ごみ」として扱います。また、違反すると

罰則もあります。
※例外として、次の条件をすべて満たす事業所（住居併設事業所）に限って市の指定袋による収集を行っていま

す。

①住居と事業所建物が構造上一体であるもの。②ごみ量が家庭並みに少ない（１回に２袋程度）③家庭ごみとの

区別が困難である。

Ｑ２．自ら市の処理施設へ搬入した場合の手数料はいくらですか？ 

Ａ２．処理施設への搬入手数料は、１０ｋｇごとに１００円です。受入れできない品目や受入れ停止期間が

ありますので、事前に工場へお問い合わせください。 

Ｑ３．収集運搬業者に依頼する場合、どのようにすればよいのですか？ 

Ａ３．直接、収集運搬業者と契約を結んでいただき、処理を依頼することになります。収集運搬は必ず市の

許可を受けた業者（許可業者）に依頼してください。また、処理料金や回数は、業者により異なりま

すので、業者の選定の際は、数社から見積りをとるなどしてください。 

詳しくは、許可業者とご相談ください。 

 

・お問い合わせは、北九州市環境局業務課  ℡５８２－２１８０ 

北九州市のホームページの中に収集運搬業者の一覧を掲載して 

おりますのでご覧ください。 

北九州市ホームページ内「事業所から出るごみの収集運搬業者（名簿）」 

http://www.city.kitakyushu.lg.jp/kankyou/file_0409.html 

（＊産業廃棄物については、産業廃棄物の許可を持った業者へ依頼してください） 

① 自ら市の処理施設や
民間のリサイクル施設

に直接持ち込む

※リサイクル可能な紙類や 

廃木材については、市の工場では 

受入禁止となっています。 

北北北九九九州州州市市市かかかららら事事事業業業所所所のののみみみなななさささまままへへへ

ていたん & ブラックていたん 

② 市の許可を受けた
収集運搬業者に依頼する

※収集運搬業者に依頼する場合は、

必ず市の許可を受けた業者に

依頼してください。
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北　中　連　日　誌 平成26年９月～12月

年月日 行　　事　　名 場　　　所

　26．９．２	 福岡ものづくりシンポジウム 2014	 福岡市博多区	 ホテルレガロ
　　	９．３	 北中連創立60周年記念事業実行委員会	 小倉北区	 北九州市立商工貿易会館
　　	９．４	 第57回中小企業団体九州大会	 熊本市	 熊本市民会館
　　	９．11	 エコアクション 21地域運営委員会	 戸畑区	 北九州テクノセンター
　　	９．11	 市商連　役員・販促合同会議	 小倉北区	 北九州市立商工貿易会館
　　	９．30	 北中連　正副会長会・理事会	 〃	 　　　　　〃
　　	10．６	 企業経営者人権啓発セミナー	 〃	 ステーションホテル小倉
　　	10．７	 市商連　役員会	 〃	 北九州市立商工貿易会館
　　	10．22	 中央会金融税制委員会	 福岡市博多区	 中小企業振興センター
　　	　〃	 北九州市環境審議会	 小倉北区	 ホテルクラウンパレス小倉
　　	10．23	 第66回中小企業団体全国大会	 東京都	 日比谷公会堂
　　	10．28	 福機連北九州支部	先進企業視察	 長野県	 ㈱ダイヤ精機製作所、㈱共進
　　	 	～29
　　	 10．30	 小倉高等技術専門校	運営協議会	 小倉南区	 小倉高等技術専門校
　　	　〃	 第14回産学連携フェア開会式	 若松区	 北九州学術研究都市
　　	　〃	 マネジメント研究科アドバイザリー委員会	 小倉南区	 北九州市立大学	北方キャンパス
　　	11．１	 まつり起業祭八幡	開会式	 八幡東区	 大谷メインステージ
　　	11．５	 北中連創立60周年記念事業実行委員会	 小倉北区	 北九州市立商工貿易会館
　　	11．６	 公明党議員団との意見交換会（市商連）	 戸畑区	 ウェルとばた
　　	11．７	 公明党議員団との意見交換会（北中連）	 〃	 　　 〃
　　	11．10	 北金会	役員会	 小倉北区	 ステーションホテル小倉
　　	11．11	 中央会	正副会長会議	 福岡市博多区	 中小企業振興センター
　　	11．12	 北九州地区組合事務局担当者研修会	 小倉北区	 リーガロイヤルホテル小倉
　　	　〃	 北九州市立大学	中華ビジネス研究センター設立記念講演会	 小倉南区	 北九州市立大学	北方キャンパス
　　	11．14	 第11回国際車椅子バスケットボール大会	開会式	 八幡東区	 北九州市立総合体育館
　　	11．17	 ワーク・ライフ・バランス講演会	 小倉北区	 男女共同参画センター	ムーブ
　　	11．20	 北金会	講演会・懇親会	 八幡東区	 千草ホテル
　　	11．21	 北九州市に対する 27年度要望の提出	 小倉北区	 北九州市役所本庁舎
　　	11．22	 第２回原子力推進国民会議	 福岡市中央区	 ホテルニューオータニ博多
　　	11．25	 中小企業等協同組合法施行65周年及び中小企業団体の	 東京都	 東京ANAインターコンチネンタルホテル
	 組織に関する法律施行55周年記念式典
　　	11．27	 北中連	上半期監査会	 小倉北区	 北中連事務所
　　	11．28	 福岡県に対する 27年度要望の提出	 福岡市博多区	 福岡県庁
　　	　〃		 福機連北九州支部	年末卓話会	 小倉北区	 ホテルニュータガワ
　　	12．３	 北中連創立60周年記念事業実行委員会	 〃	 北九州市立商工貿易会館
　　	　〃		 北中連	理事会	 〃	 稚加榮小倉店
　　	12．10	 シルバー人材センター	理事会	 〃	 シルバー人材センター本部
　　	12．17	 北九州市安全・安心推進会議	 〃	 ホテルクラウンパレス小倉
　　	12．19	 グリーンコンシューマー推進懇話会	 〃	 北九州市役所本庁舎
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26年度　北 中 連 役 員 名 簿
（一社）北九州中小企業団体連合会

No. 役職名 氏　名 組　合　名

1 会　長 自　見　榮　祐 響工業団地（協）

2 副会長 池　田　幹　友 北九州塗装（協）

3 〃 大　坪　常三郎 （協）一乗

4 〃 安心院　武　彦 小倉機器工業（協）

5 〃 松　本　和　朗 北九州工業団地（協）

6 〃 梯　　　輝　元 魚町商店街（振）

7 常任理事 富　澤　善　和 新日本設備工業（協）

8 〃 岩　男　平八郎 萩原・青山商店街（協）

9 〃 村　山　克　彦 小倉鉄工団地（協）

10 〃 福　山　征　也 中間市建設（協）

11 〃 宮　﨑　敏　久 戸畑中本町商店街（協）

12 理　事 原　田　健　次 北九州葬祭業（協）

13 〃 白　石　春　利 （協）テクノタウン戸畑

14 〃 岡　住　　　奏 （協）安協会

15 〃 川　田　　　至 北九州市防水工事業（協）

16 〃 永　瀬　信　親 小倉電気工事業（協）

17 〃 大　江　宏　成 新門司工業団地（協）

18 〃 髙　木　壽　則 天神商店街（振）

19 〃 竹　原　健　次 戸畑貨物センター（協）

20 〃 樋　口　和　宏 八幡電気工事業（協）

1 監　事 杉　岡　密　雄 小倉駅前商店街（協）

2 〃 山　岡　義　昭 東小倉工業団地（協）

3 〃 井　上　　　弘 小倉中央銀座商店街（協）

平成26年６月16日
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１号会員
№ 組合の名称 〒 組合の所在地 TEL

1 北九州スポーツ用品(協) 800-0024 門司区大里戸ノ上1丁目3-13 381-0141

2 新門司工業団地(協) 800-0115 門司区新門司3丁目67-60 483-1111

3 (協)大里商店連合会 800-0025 門司区柳町1丁目2-11 381-4127

4 東門司商店街(協) 801-0873 門司区東門司1丁目12-31 332-7277

5 門司中央市場商業(協) 801-0864 門司区老松町1-18 321-4025

6 (協)一 乗 803-0801 小倉北区西港町61-14 591-4100

7 魚町一丁目商店街(振) 802-0006 小倉北区魚町1丁目1-15 551-4828

8 魚町サンロード商店街(協) 802-0006 小倉北区魚町3丁目3-20 531-0331

9 魚町商店街(振) 802-0006 小倉北区魚町3丁目1-15 521-6801

10 北九州広域生コンクリート(協) 802-0001 小倉北区浅野2丁目6-16　マルサンビル2F 511-6699

11 北九州市青果商業(協) 803-0801 小倉北区西港町94-9北九州市中央卸売市場内 583-2284

12 北九州市防水工事業(協) 802-0082 小倉北区古船場町4-17　近藤ビル2F 531-4607

13 北九州中小商工業者(協) 802-0065 小倉北区三萩野2丁目3-5　民商会館内 921-6981

14 北九州ビルメンテナンス(協) 802-0081 小倉北区紺屋町4-6　北九州ビル 531-3288

15 北九州ファッション産業開発(協) 802-0004 小倉北区鍛治町2-2-11　NRCC 511-1800

16 黄金商店街(協) 802-0071 小倉北区黄金1丁目1-23　2F 941-9182

17 小倉魚町二番街(協) 802-0002 小倉北区京町2-7-18　ISビル3F 522-0148

18 小倉駅前商店街(協) 802-0002 小倉北区京町2丁目7-15 511-6104

19 小倉機器工業(協) 802-0011 小倉北区重住3丁目4-25　㈱九州発条内 931-0484

20 小倉タクシー事業(協) 803-0861 小倉北区篠崎1丁目6-2 591-0630

21 小倉中央銀座商店街(協) 802-0006 小倉北区魚町1丁目2-5 531-6785

22 小倉電気工事業(協) 802-0026 小倉北区大畠1丁目7-15 521-3203

23 戸畑貨物センター (協) 803-0801 小倉北区西港町92-6 571-4337

24 (協)日専連北九州 802-0005 小倉北区堺町1丁目6番15号　日専連ビル9F 521-7550

25 毎日新聞西部販売店(協) 802-8651 小倉北区紺屋町13-1 541-3274

26 (協)北九州イベントスタッフ協会 802-0823 小倉南区舞ヶ丘2-3-8 963-1099

27 北九州エルピーガス事業(協) 802-0978 小倉南区蒲生1-1-26-3FLPガス会館内 962-6803

28 北九州工業団地(協) 800-0211 小倉南区新曽根8-39 471-7159

29 キック(協) 800-0221 小倉南区下曽根新町13-1　㈱アステムヘルスケア内 473-0355

30 小倉鉄工団地(協) 803-0185 小倉南区石原町175番地 451-0150

31 新日本設備工業(協) 803-0185 小倉南区大字石原町　小倉鉄工団地内　日田建工㈱内 452-3835

32 東小倉工業団地(協) 800-0211 小倉南区新曽根3-7 473-4010

33 北九州運輸(協) 805-0061 八幡東区西本町1丁目3-18 671-1991

34 九築工業(協) 805-0017 八幡東区山王1丁目9-10　経理課 671-1635

35 共栄開発(協) 805-0019 八幡東区中央2丁目24-5　㈱芳賀内 671-1316

会　員　名　簿
（Ｈ26.11. １現在）
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№ 組合の名称 〒 組合の所在地 TEL

36 玉栄茶業(協) 806-0021 八幡西区黒崎5丁目5-22　㈱大黒屋内 645-5588

37 ジェーイーシー (協) 805-0019 八幡東区中央3丁目2-20　エルゼ内 681-1233

38 八幡祇園町銀天街(協) 805-0067 八幡東区祇園2丁目7-5 671-3758

39 八幡中央区商店街(協) 805-0019 八幡東区中央2丁目16-10 671-4340

40 八幡電気工事業(協) 805-0061 八幡東区西本町1-11-3　北鐡ビル2F　 681-7572

41 (協)吉川グループ 805-0059 八幡東区尾倉2丁目1-2　吉川工業㈱内 671-8626

42 (協)安協会 806-0011 八幡西区紅梅3丁目1-21 631-3711

43 (協)折尾商連 807-0825 八幡西区折尾3丁目1-32 691-1462

44 (協)北九州トヨタグループ 806-0041 八幡西区皇后崎町14-6 642-2111

45 黒崎駅前新天街(協) 806-0021 八幡西区黒崎2丁目7-16

46 三ヶ森商店街(振) 807-0843 八幡西区三ヶ森3丁目10-18 612-2261

47 西部興産グループ事業(協) 806-0064 八幡西区割子川1丁目17-32 613-1115

48 萩原・青山商店街(協) 806-0059 八幡西区萩原1丁目7-10 621-5416

49 九州ツバメ石油(協) 804-0077 戸畑区牧山海岸4-48 871-1330

50 (協)くすりの九友会 804-0091 戸畑区三六町14-12 871-1220

51 清掃美化(協) 804-0021 戸畑区一枝3丁目6-12 883-1552

52 (協)テクノタウン戸畑 804-0077 戸畑区牧山海岸2-26 871-2738

53 天神商店街(振) 804-0094 戸畑区天神2丁目9-8 882-8488

54 戸畑新工業団地(協) 804-0077 戸畑区牧山海岸3番10号 861-1170

55 戸畑中本町商店街(協) 804-0061 戸畑区中本町3-10　中本町ビル 881-5473

56 西日本砂、砂利採取販売(協) 804-0075 戸畑区北鳥旗町2-15　KSKビル 871-2701

57 福壽産業(協) 804-0011 戸畑区中原西2丁目18-12 871-3724

58 北九州遠賀葬祭業(協) 808-0024 若松区浜町2丁目3-28　㈱光善社内 761-2559

59 北九州塗装(協) 808-0109 若松区南二島2丁目17-18 701-2300

60 北九洲包装函(協) 808-0021 若松区響町1丁目88-11　山本段ボール㈱内 751-0200

61 鶴丸海運船主(協) 808-0034 若松区本町1丁目5-11　鶴丸海運内 761-5631

62 響工業団地(協) 808-0022 若松区大字安瀬1番地25 751-4561

63 明治町商店街(振) 808-0034 若松区本町2丁目9-4 761-5473

64 遠賀食肉事業(協) 811-4302 遠賀郡遠賀町広渡2434　㈱福永産業内 293-2299

65 北九州西部青果(協) 809-0001 中間市大字垣生字東七反田1500 243-5177

66 第一物流センター (協) 811-4311 遠賀郡遠賀町大字老良365-1 293-3270

67 中間市管工事(協) 809-0034 中間市中間1丁目6-1 245-0077

68 中間市建設(協) 809-0034 中間市中間1丁目6-5 245-1787

69 築上西部液化ガス事業(協) 829-0313 福岡県築上郡築上町有安179番地 0930-56-0183
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２号会員
№ 企業名(団体名) 〒 所　　　在　　　地 ＴＥＬ

1 福岡ひびき信用金庫 805-0059 八幡東区尾倉2丁目8番1号 661-2311

2 (株)オフィスソリュ―ションズ北九州 803-0831 小倉北区日明3丁目6-20 591-2711

3 (株)カンペックス 807-0821 八幡西区陣原1丁目15-15 643-6065

4 (有)フジプロダクション 802-0064 小倉北区片野1丁目13-1-202 922-3191

5 よしみ工産(株) 804-0094 戸畑区天神1丁目13-5 882-1661

6 北九州高齢者能力活用協議会 804-0067 戸畑区汐井町1-6　ウェルとばた8F 881-6699

7 (株)アクシス 807-0822 八幡西区瀬板1丁目16-1 603-8711

8 (株)せいぜん葬儀誠善社 803-0861 小倉北区篠崎1丁目6-2 571-9999

9 社会福祉法人 福岡コロニー 811-0111 粕屋郡新宮町緑ケ浜1丁目11番1号 092-962-0764

10 北九州商工会議所 802-8522 小倉北区紺屋町13-1 541-0181

11 (公社)九州機械工業振興会 804-0003 戸畑区中原新町1-1 861-3001

12 (一社)福岡県機械金属工業連合会 北九州支部 803-0801 小倉北区古船場町1-35　商工貿易会館7F　北中連内 531-0127

13 北九州市商業総連合会 803-0801 小倉北区古船場町1-35　商工貿易会館7F　北中連内 531-0127

14 (有)システムハウジング 807-0804 八幡西区医生ヶ丘3-5 691-0020

15 (株)総合システム 807-0804 八幡西区医生ヶ丘3-5 603-7174

16 本城西商店連合会 807-0804 八幡西区医生ヶ丘3-5 603-0009

17 西日本産業(株) 804-0041 戸畑区天籟寺1丁目6番17-1 883-1281

18 (株)メイケン九州 803-0826 小倉北区高峰町4-11 582-4588

19 明光運輸(株) 804-0094 戸畑区天神2丁目2-27 871-5690

20 (株)フジコー 804-0011 戸畑区中原西2丁目18-12 871-3724

21 (株)測　研 804-0013 戸畑区境川2丁目4-5 883-1511

22 (株)ケィ・ビー・エス 802-0014 小倉北区砂津1丁目2-13 522-0096

23 (株)大分銀行 802-0003 小倉北区米町1丁目1番21号 521-8336

24 (株)西日本シティ銀行北九州総本部 802-0006 小倉北区魚町3丁目5-5 511-0926

25 (株)井上産商 804-0092 戸畑区小芝3丁目8番22号 882-2881

26 (株)山本工作所 805-8514 八幡東区大字枝光1950番地の10 681-0378

27 丸正鋼材(株) 808-0109 若松区南二島2丁目2-22 791-5133

28 清新産業(株) 805-0017 八幡東区山王1丁目16番8号 661-4635
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森　田　利　彦

松　本　和　朗

安　永　充　孝

西　村　慎　一

森　田　利　彦

松　本　和　朗

安　永　充　孝

西　村　慎　一

森　田　利　彦

松　本　和　朗

安　永　充　孝

西　村　慎　一

北九州中小企業団体連合会一般社団法人

会　長　自　見　榮　祐

副　会　長　池　田　幹　友　　副　会　長　大　坪　常三郎

　　〃　　　安心院　武　彦　　　　〃　　　松　本　和　朗

　　〃　　　梯　　　輝　元　　　　　　　　　　　　　　　

北九州市商業総連合会
会　長　中　川　昭　之
副　会　長　永　田　　　眞（門 司 区）
　　〃　　　甲　山　博　美（小倉北区）
　　〃　　　田　中　孝　文（小倉南区）
　　〃　　　澤　村　弘　義（八幡東区）
　　〃　　　宮　﨑　敏　久（戸 畑 区）
　　〃　　　安　部　研　一（若 松 区）

〒 802―0082　北九州市小倉北区古船場町 1 番 35 号　商工貿易会館７階
　　　  電話　093―531―0127　FAX　093―531―0399

他　役員一同

花元　英彰
才所　　稔寺嶋　貞夫
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北九州市防水工事業協同組合

理事長　川　田　　　至

〒 802―0082
北九州市小倉北区古船場町 4-17　近藤ビル２Ｆ
　TEL（093）531―4607　FAX（093）531―4609
　E-mail:kitakiyu.bou@train.ocn.ne.jp
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北九州塗装協同組合
理事長　大 石 浩 人

他　　組合員一同
〒808-0109　北九州市若松区南二島二丁目17番18号

電 話 093-701-2300
FAX 093-791-3997

［URL］　http://www.kita-pc.com
E-mail :k-toso-k@circus.ocn.ne.jp
E-mail : ccg000242686@kaw.bbiq.jp
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中　野　新　司理 事 長

岡　本　　　勝会長理事
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淳

協同組合
くすりの九友会

理事長　芳　野　直　人

〒 804―0091
北九州市戸畑区三六町 14 番 12 号

T E L 093―871―0661

代表理事　橋　本　耕　治

〒 804―0021
北九州市戸畑区一枝３丁目６番 12 号

T E L 093―883―1552
FAX 093―871―0233

北九州遠賀葬祭業協同組合

理 事 長　原　田　健　次
副理事長　柳　　　潤　一
専務理事　有　門　信　芳

〒 808―0024
北九州市若松区浜町２丁目３番 28 号

T E L 093―761―2612
FAX 093―761―2583

清掃美化協同組合
地球に優しい環境づくりのお手伝い
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JR小倉駅 新幹線口から空中回廊を通って
徒歩３分というフットワークの良さ。
そして地上29階の高さからは
東は関門海峡、西には玄界灘を望む
北九州の大パノラマ。
北九州市のコンベンションゾーンの一員として
あらゆる目的にご利用いただけます。

（旧社名　株式会社　渡辺商事）

代表取締役　木　下　健　治

株式会社
オフィスソリューションズ北九州

リコー特約販売店　防犯・防災システム構築
スチール家具オフィス用品・各社取扱い

〒803-0831	北九州市小倉北区日明３丁目６番20号
	 電　話	093-591-2711
	 ＦＡＸ	093-591-2712

公益社団法人  北九州市

親孝行代行サービス、農業支援を始めました。 
TEL９２２－４８０１ 

ワンコインサービス 
TEL９２２－５５１１ 

詳細は、お問い合わせください。 
北九州市小倉北区片野新町 1-1-6 
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みなさまの明日を
� バックアップします。

ホームページ　http://www.fukuoka-cgc.or.jp/

〒 807-0804　北九州市八幡西区医生ヶ丘３番５号

☎ 093-603-7174

“より快適な住まいのご相談は”
ガス機器・リフォーム・住宅設備機器販売
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「中小企業大学校直方校」で人材育成に取り組んで見ませんか？
中小企業大学校は、このような企業様に最適です！
　◎会社の将来を担う人材の育成をしたいが社内に人材育成の仕組みがない！
　◎業務に役立つ体系的な知識やスキル、最新の情報を取得したい！
　◎業績が停滞し、浮上のきっかけが欲しい！
　◎同業他社や異業種の方々と、交流したい！
地域と中小企業の活力を生み出す “人づくり” をサポートするため実践的な研修コースを
提供しています。

◆全国に９校設置　◆豊富な研修コース　◆実務経験豊富な講師陣
◆仕事に直結する実践的内容　◆公的助成制度が利用可能

中小企業大学校直方校
〒822-0005 福岡県直方市永満寺1463-2
TEL 0949-28-1144　FAX 0949-28-4385
URL http://www.smrj.go.jp/inst/nogata/

【お知らせ】
平成27年度の研修計画につき
ましては、詳細が決まり次第、
ホームページへ公開いたします。

検索直方校

《お申込、お問い合わせは》
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●ポスター 
●チラシ 
●パンフレット 
●リーフレット 
●カタログ 
●ダイレクトメール 
●広報紙 
●自費出版 
●機関誌 
●書籍 
●文集 
●詩歌集 
●各種マニュアル 
●会議資料 
●封筒 
●さをり織り 
●冷凍うどん 
●古紙回収 
　　　　etc. 

本 部 ・ 工 場 　〒811―0119 粕屋郡新宮町緑ケ浜一丁目11番 1号 
TEL.（092）962―0764　FAX.（092）962―0768 

南 福 岡 営 業 所 　〒816―0934 大野城市曙町二丁目4番18号 
（福岡県身体障害者授産指導所）　 TEL.（092）501―7405　FAX.（092）501―7425 
博 多 営 業 所 　〒812―0046 福岡市博多区吉塚本町9番 15号 中小企業振興センタービル1階 

TEL.（092）611―2341　FAX.（092）501―7425 
古 賀 営 業 所 　〒811―3115 古賀市久保1343―3 

TEL.（092）944―4422　FAX.（092）944―4071 
な の み の 里 　〒811―3115 古賀市久保1343―3 

TEL.（092）944―4308　FAX.（092）944―4309 
デイサービスセンター 　TEL.（092）944―4096　FAX.（092）944―4309 
な の み 工 芸 　TEL.（092）944―4419　FAX.（092）944―4071 

北中連だより� 平成27年１月31日発行　2015年新春号　通巻121号
自　見　榮　祐
野　瀬　　　勝

・障害者支援施設　福岡コロニー
・障害福祉サービス事業所　わーくはうすコロニー
・障害福祉サービス事業所　福岡福祉工場
・障害者支援施設　福岡県障害者就労支援ホーム あけぼの園
・障害福祉サービス事業所　なのみ工芸
・障害者支援施設　なのみの里
・古賀市障害者生活支援センター 咲
・障害者就業・生活支援センター ちどり
・共同生活援助事業所 グループホームかづる
・相談支援事業所　福岡コロニー

〒816-0934 大野城市曙町二丁目４-18
（福岡県障害者就労支援ホーム あけぼの園）
TEL.（092）501-7405　FAX.（092）501-7425
〒812-0046 福岡市博多区吉塚本町９番15号
中小企業振興センタービル１階
TEL.（092）611-2341　FAX.（092）501-7425
〒811-3115 古賀市久保1343-3
TEL.（092）944-4422　FAX.（092）944-4071
〒811-3115 古賀市久保1343-3
TEL.（092）944-4308　FAX.（092）944-4309

TEL.（092）944-4419　FAX.（092）944-4071

南福岡営業所

本部・工場

博多営業所

古賀営業所

なのみの里

なのみ工芸

社会福祉法人　福岡コロニーukuoka

olony

〒811-0119　福岡県糟屋郡新宮町緑ケ浜一丁目 11 番 1 号

TEL.（092）962-0764　FAX.（092）962-0768
http://www.fukuoka-colony.net

印刷全般・さをり織り・製麺（冷凍うどん）
ポスター　チラシ　パンフレット　リーフレット　カタログ　ダイレクトメール　自費出版　広報誌　機関誌
書籍　文集　詩歌集　各種マニュアル　会議資料　帳簿　封筒 etc.

迎　　　　春迎　　　　春

北九州支店  〒802-0003 北九州市小倉北区米町 2-1-2　TEL：093-533-9567　http://www.shokochukin.co. jp/
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加来　保 「嘯涛」 2003年　　国立関門医療センター蔵

加来　保 「逆光の季節―85」 1985年　　国立関門医療センター蔵




